[image: ]　（一社）日本歯車工業会 議事録

	会議名
	開催日時・場所

	平成30年度 第5回理事会
	H30.12.7（金）14:30～17:00／東京：機械振興会館　5階5S-1会議室

	出席者
（敬称略）

	（副会長）小原敏治、松波俊宣、植田昌克
（理事）寳角幸彦、辻勇、大久保俊彦、宇根宏、高橋𠀋助、山梶直樹、井田斉昭、
加納孝樹、植草雄一郎、猪村美之、池滝重隆
（監事）矢都木力　　　
（来賓）経済産業省　製造産業局　産業機械課　部品・一般産業機械二係長　渡部圭次
（事務局）本島浩美　　　　以上17名出席
（理事14名、監事1名、来賓1名、事務局1名）

	議　　事

	理事定数24名のところ出席理事14名、定款第36条に定める理事の過半数の出席により本理事会が成立している旨報告があった。定款第39条に基づき栄野会長の代理として小原副会長、植田副会長が就任、矢都木監事を議事録署名人に選任し、下記議事を進行した。

	事項・資料
	議題 ／ 決定・検討事項

	

















【審議・承認】















【来賓ご挨拶】




	ご挨拶（小原副会長）
会長がお休みのため急きょ会長代理でこの会議を進めさせていただきます。理事会開始の前に、当歯車工業会の理事であります岩﨑諭三が去る11/29に癌のため63歳という若さで他界された。ご冥福をお祈りし謹んで1分間の黙とう。

ご挨拶（経済産業省　製造産業局産業機械課　渡部圭次係長）
以下の内容についてご説明・ご案内をいただいた。
・新たな外国人材の受入れに関する在留資格「特定技能」の創設について　
（平成30年10月12日）法務省入国管理局資料
　昨今、国会審議されている外国人材受入に関する制度は、平成30年度2月20日に経済財政諮問会議において総理大臣から深刻な人手不足に対応する為、専門的・技術的分野における外国人材受入制度の在り方について制度改正を早急に進めるようにとの指示を受けて始まった。
直近では閣議決定(平成30年6月15日)経済財政運営と改革の基本方針2018（骨太方針）
を受け詳細を詰めている状況である。技能実習生と特定技能1号、2号について説明を
頂いた。
詳細は資料参照。

１．歯車工業会・規格委員会組織一部改定の件（植田副会長）
【資料No.1】歯車工業会・規格委員会組織変更の件
１）この一年間組織の見直しということで会議を見てきた結果と其々の活動状況について
以下の説明があった。


	









































	(1)ISO/JIS審議議員会第1分科会
「かさ歯車の歯面に関する形状偏差の定義並び許容値」を10月に発行し、今後は「JISＢ1702-3両歯面噛み合い誤差及び歯溝の振れの定義並びに精度許容値」の改正準備に取り掛かるが、竹田委員長指導のもと、進められている。
　(2)ISO/JIS審議議員会第2分科会
[bookmark: _GoBack]ISO6336に対応する為、1年間の勉強会をした後、Maximaというプログラムにより計算ソフトを作成、2019年1月29日で完了予定。
(3)成形プラスチック歯車部会
「JISB1759：2013プラスチック円筒歯車の曲げ強さ評価方法」は見直し中で終盤
今後「JISB1702-3：2008円筒歯車-精度等級-第3部：射出成形プラスチック歯車の歯面に関する誤差及び両面かみ合い誤差の定義並びに精度許容値」の見直しを予定している。
　(4)歯車計測部会
現在は活動していない。
　 (5)JGMA歯車規格委員会
今年度は年9回実施しているが、活動目標の見直し必要。
JGMA211-01、JGMA212-01、JGMA151-01の利用状況アンケートを行った。結果は当該規格を含め、殆ど利用していない、規格の存在を知らないという回答結果。

２）規格委員会の組織変更（植田副会長）
　　規格委員会の現状を踏まえて、委員会活動の活性化のため、活動目標と組織の改編のため、今年度栄野会長、植田規格委員長、辻同副委員長、池滝副委員長、事務局に5つの分科会の長、幹事も交えて検討会を3回行ってきた結果、「理事会で方向性を決め、その結果に従う」という結論になった。本理事会で中間報告をして3月の理事会で最終的に方向を決める。基本的考え方はISO規格に準拠という原則維持する。①現在、5つの委員会から構成されているが、1つに集約にする。②1つの委員会の中にテーマや期日を明確にした小グループを作る。③多くのメンバーがJIS・JGMA規格に関与しているが、ISO規格に関してはほんの数名という状況で、歯車工業会としてISO規格に対応出来る人材がいない。
  一方で、ISO国際会議、海外に出席出来る人材は、学校の先生、企業の協力が必要という課題ある。
ISO国際会議は全ての国が出席出来る訳でなく、Ｐメンバーだけが参加出来る。日本はその昔、先生方の権限で獲得した経緯がある。縮小ではなく、会員向けの図書を編纂する、或いはISOの実態を会員に対して啓蒙していく等。今規格委員会としての活動が低調であり、歯車工業会として資金的にも内容的にも、今見直しをしなければならない状況になっている。理事及び会員に理解して頂き選択と集中で内容を充実したいと考えている。
→以上、植田委員長から数々の報告・説明を受けた後、歯車工業会規格委員会の今後の
組織変更は全員一致で承認された。


	









【協議・報告】



	2.平成31年度年度年間計画の件（事務局　本島）
【資料No.2】2019年(一社)日本歯車工業会年間予定表（案）
【資料No.3】2019年度　日本歯車工業会　年間スケジュール
RC分科会、海外視察を除いた日程でスケジュールを作成した。
→総会、理事会、委員長会議、賀詞交歓会、支部活動の日程について全員一致で承認された。

3.新会員の承認について（事務局　本島）
【資料No.4】入会申込書　株式会社菊伊歯車(正会員)（紹介者：小原歯車工業㈱　小原社長）
　→新会員の新規加入について、小原副会長より説明があり、承認された

（1）平成30年度の予算・実績報告（事務局　本島）
【資料No.5】平成30年度予算集計表
・平成30年度予算全体損益は収支トントンで前回9月の時点と比べると平成30年11月末の数値は消化率が上がりかい離が少なくなったが、歯車製造便覧、ＪＫＡ等発生していない為、未確定であるが、全体では概ね予算通りの仕上がり予想。

①80周年記念事業結果の報告
1） 歯車製造便覧分科会（小原副会長）
①出版がだいぶ遅れているが、ここにきて転載許諾についての問題が発覚した。文章の引用は十数年以上経っても引用できないものであった為、別の執筆者にお願いしているところ。原稿は年内に集まり、1月に作業が終わり2月に出版できる予定である。
　2）表彰選考分科会（寳角支部長）
①表彰選考にあたり、個人対象者、会員会社共に過去のデータが整っていないというところから始まった。古く入会された企業はいつ入会したか記録がなかった。入会年度は事業報告や理事会資料を基に調査した。紙の書類も探した。今後はどうしたらいいだろうか？と考えた時に毎年表彰が良いかなと、工業会内で表彰するにしてもデータの整備を整えてデータベース化しておく必要がある。過去の記録から工業会内での「仕事」例えば○○年から○○年までこんな仕事をした等と残した記録がなかったことから今後は公平性、透明性を明確にするために記録を残す「仕事」をしていくことが必要だと痛感した。
　3）記念式典分科会（植田副会長）
①多くの皆さまのご協力のもと、無事終われたこと、出席者数170名で和気あいあいと式典が進められたことが良かった点。
一方、時間的な制約があって、最後は十分に食事が終わらず申し訳なかったですが、麻生副大臣まで来てくださって無事終わることが出来たことに感謝したい。
　4)JGMANews記念号分科会（井田委員長）
　　　①先ずは式典当日に形にしたものを配布出来たことが良かった。

　　













	










































	②平成30年度事業の事業報告（中間）
1）広報・渉外委員会（井田委員長）
JGMANewsは、今後の予定としては遅くとも4月中には発刊する予定で事務局より
タイトな日程で原稿の依頼があるので、ご協力をお願いする。
2）海外調査・対応委員会（植田副会長）
今年は9月総勢19名、アメリカ視察無事終了することが出来た。
次年度の計画は後ほど確認する。
3）経営研修委員会（菊地委員長　代理で事務局 本島報告）
今期は予定通りご協力を頂き行っている。あと1回行いたいが場所・日が合わない
ことから、菊地歯車株式会社で行う予定で考えている。泊り有りで3月上旬木・金で
決定。㈱長岡歯車は翌年度の計画に入れることとした。
　4）技術・企画事業委員会（辻委員長）
　　今年度は休止状態であったが、2月20日に大久保歯車工業㈱次世代経営研究会を計画。今後は賛助会員のヤマザキマザック、DMG森精機、オークマ、グリーソン・アジア等、賛助会員の工作機械やテストピース、カッターの設計を議論し施策をしてある程度のレベリングをできるような活動をやっていければと考えている。RCは顔合わせ的になってきている。当会の活動は、設備の導入や何か皆さんのお役に立つ、また、若い方の役に立つ技術的な課題が見つかればと次回の次世代研究会で議論して今後の方向性を見いだせればと考えている。
5）JGMAギヤカレッジ企画・運営委員会（田中委員長　代理で事務局 本島報告）
　　　今期はマスターコース、プロフェッショナルコース共に予定通り順調に進められてり、来年度も引き続き同様に講義・現場実習を行う。
　　　但し変更点が1点あり、従来各所で行っていた座学を来年度以降は「東京（機械振興
会館）」に集中する。理由は、今まで講義場所の変更に伴いサンプルギヤや座学に使用する用品の運送に関する時間と費用が掛かっていたこと、サンプルギヤが紛失してしまう等リスクが多いことが挙げられる。
　　　賀詞交歓会の際には次年度の案内を出せるように準備を進めていく。
6）ギヤカレッジ・フォローアップ研修会企画・運営委員会（加納委員長）
　　　今年度は予定通り2回行うことが出来た。今年もう一度運営委員会を設けて次年度
以降の進め方を検討する。この委員会は3年を一区切りとして関東地区を中心に
やってきて今年3年目となるが、今後は更にオープンに声かけをして参加者を募る。運営委員の自主運営を基本にしているので運営委員会で今後どんなテーマでやっていくか方向性を決める。　
　7）支部活動
　　　①東日本支部（小原副会長）
今年度8月に歯車入門勉強会を実施次年度も予定する。但し今まで1社1名に限定
していたが今後はこれに限らず1社の人数制限はせず受付ける。
　　　②西日本支部（寳角支部長）
　今年度1月に賀詞交歓会を実施、次年度も予定する。2019年1月は25日(金)大阪商工会議所で実施する。西、東関係無く交流の場として多数の出席者募集中。
　8)　規格委員会は審議・承認事項2.で報告済。JGMATEPJは会の後半で報告するので
省略する。

　

	






























































次回開催日

	（2）ＪＧＭＡＴＥプロジェクト進捗状況と今後の予定（池滝プロジェクトマネージャー）
【資料No.6】JGMATEプロジェクト進捗状況と今後の予定
ＪＫＡの補助事業ということで活動している。歯車工業会が所有するプロトタイプの装置の作成は遅れがある。モニタリングの実施状況の進捗は計画通り実施している。
新JIS規格制定のための鋼材品質評価データの蓄積を元に今年度中にはドラフトまで出来る予定。
来年度の活動はJGMA規格作成で申請をしている。（他詳細は添付資料参照）

（3）来年度の海外視察について（植田副会長）
　　 先に今年度の海外視察は旅行会社を指定せずに、入札制度にして4社コンペを実施。
工場見学受入れ引き受け企業が少なくなっているが、今回はアップル、グーグルのミュージアムを回って見学することが出来た。
来年度は9月16日～21日まで「EMO Hannover 2019」がドイツで行われるが、この海外視察を継続すべきかどうか、また継続する場合、現地のメーカーも視察したい。
予算は60～65万程度。
理事会出席者から来年度も継続していただきたい、との要望から海外視察を計画する。
ＥＭＯ以外の視察先については早々に検討する。

（4）その他
1) 団体保険についてご提案（事務局　本島）
【資料No.7】会員企業様の損害保険リスクマップ(概要版)、業務災害に関する
アンケート
　　　現在日本歯車工業会で会員サービスの一環の一つとして「団体保険（生命）」と「ＰL
保険」があるが会員様の中から、このほかに賄える保険は無いか等という声から、出席
理事の皆様に業務災害に関するアンケートのご協力をお願いする。
回答結果を元に、今後、新たな保険の案内と共にサービス向上を目指し、保険会社と
共に検討を進めていく。
2)景況報告（各社）
4社の理事から景況についてのご説明を頂いた。
(1)Ａ社：
・ロボット系の発注が減っているが、減速機は横ばい。今年度は好調だったが来年度の
受注は少し減少の見込み。
　(2)Ｂ社：
　　・8,9月は横ばい追加発注が突然出てくることがあって、不安定の状況。
(3)Ｃ社：
　　・電車の受注はなくなったが、プレスとか入ってくる。納期の問題があり対応に苦慮。
(4)Ｄ社：
・大型の歯車は1個作るのに1年かかるが、それを知らずにごり押しする客先がいる。それくらい歯車を知らない企業(人)が多くなっている。以前は企業の中に歯車を知っている人が居た。今は品質と納期で責めてくる企業が多くなってきている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
	【添付資料】











【次回開催日】































【添付資料】











【次回開催日】































次回開催日

	資料No.1　歯車工業会・規格委員会組織変更の件
資料No.2　2019年(一社)日本歯車工業会年間予定表（案）
資料No.3　2019年度　日本歯車工業会　年間スケジュール
資料No.4　入会申込書　株式会社菊伊歯車(正会員)
資料No.5　平成30年度予算集計表
資料No.6　JGMATEプロジェクト進捗状況と今後の予定
資料No.7　会員企業様の損害保険リスクマップ(概要版)、業務災害に関するアンケート

平成30年度 第6回理事会　　2019.3.15（金）13:00～15:30（予定）／東京・機械振興会館



　　　　　　　　　　　　平成30年12月 7日

一般社団法人　日本歯車工業会
副会長　小原　敏治　 印
副会長　植田　昌克　 印

一般社団法人　日本歯車工業会
監 事　 矢都木 力  　印
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